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名古屋市立大学大学院薬学研究科
臨床薬学教育研究センター

鈴木 匡



薬局・薬剤師業務を科学する

薬剤師の業務が

社会で評価され、経済的な手当てを受け

さらに新しいステージに上がるためには

「科学的な証拠」の提出

「如何に役に立つかを科学的に証明する」

必要がある。



平成３０年度診療報酬改定（調剤）
厚労省保険局医療課 配布資料より



平成３０年度診療報酬改定（調剤）
厚労省保険局医療課 配布資料より



かかりつけ薬剤師は学術発表も業務？



学術発表の重要性

＜医療情報を発信・伝達する＞
→ 学会発表や、論文で公表することで
研究成果が多くの人に活用される。

＜最新の情報が現場に役立つ＞
→ 添付文書や書籍では「最新」の情報は
手に入らない

＜社会貢献を形に残し、より多くの人に知ってもらう
ことで、薬剤師の「重要性」を確立する＞

→ 薬剤師仲間だけで納得していても、
社会的評価は得られない。



できれば「学術論文」で発表を！

＜研究論文に必要な条件＞

１）未解決の問題に取り組んでいる。

２）その問題の解決を多くの人が望んでいる。

３）その問題解決に何かしらの新しい貢献が

ある。

「学会発表」と「論文」はその評価や

影響力が全く違う！

「これから論文を書く若者のために」より



薬学・医学では「学術論文」からの情報が

科学的根拠を吟味された最新の情報

論文の情報を読みこなし、現場にいち早く

その情報をフィードバックするのは

科学者である薬剤師の重要な仕事！

自ら論文を書けば、

その情報を多くの専門家に伝達でき

社会的貢献も大きい



学術論文を読もう！
学術論文を書くには、

まず論文を「読む」ことから

論文を探す・論文を読むことは研究の第１歩
その論文をまずは「吟味」しよう！
その論文の「問題点」を探そう！
そして
優れた論文から「課題」や「手法」を学ぼう！

研究課題は「現場」と「論文」から得られます。



論文の分類（審査のある論文）

○原著論文(一般論文）
独創的な研究によって得られた新知見を含むもの。

○総説
今までの研究成果の総括・解説。
関連領域の研究をまとめて評したもの。

○Ｎｏｔｅ・Communication
断片的な研究であっても、新知見や価値ある
データを含むもの。

＜レポート（活動報告） もあるが、これは論文に
含まれない（学会発表と同じ）ことが多い＞



論文の審査（Review)
有名な雑誌に掲載されれば、影響力は大

しかし、関門は狭く厳しい！

＜論文の審査基準＞

編集上の要素 書式・構成・英語

科学的な要素

独創性・新規性・有用性

手法や分析方法は正しく、再現性があるか

倫理的な配慮

被験者が研究により被害等を受けないこと

インフォームド・コンセント 個人情報の保護

倫理
審査



倫理審査委員会では何を審査するのか

倫理性 ： 目的は意義ある内容か？ 法的に妥当か？
人権・安全の確保・福祉への配慮はされているか？
インフォームド・コンセント、個人情報管理は適切か？
緊急時に必要な措置をとることができるか？

科学性 ： その研究計画は本当に新しい知見が得られる内容か？
その研究は本当に実施が可能か？
データの収集や解析はその目的に照らして妥当か？

その他 ： 金銭の授受や特定の利益はないか？ ＜利益相反＞
担当する研究者は適格か？
データの保管･管理は万全か？



臨床研究の要件

○ 興味があるテーマ・切実な問題である。

研究結果が活用できる・・・

○ 独自性がある。

○ 調査等が実施可能である。

○ 明確な目標（アウトカム）がある。

○ 客観的に測定や分析が可能。

○ 倫理的配慮がなされている。

ただの「報告」では 評価は半減してしまう。



「臨床研究」とは
「科学的証明」を行うこと！

未解決の問題に独自の仮説を立てる。

仮説が正しいことを証明する方法を考える。

その方法から再現性のある結果を得る。

その結果を論理的に分析・考察して

仮説の正しさを証明する。



日頃の業務の中に
「科学的証明」は重要

本当にそれは治療効果をあげているのか・・・

本当にそれは患者に伝わっているのか・・・

本当にそれは経済的なのか・・・

本当にそれは患者のためになっているのか・・・

本当にその業務は必要なのか・・・

感覚的に把握している「仮説」を「証明」する。

「研究」能力 ＝「課題解決」能力



社会貢献を客観的に認めてもらうために
薬局業務を科学分析する

薬局業務が本当に社会に役に立っているのか

薬剤師業務が
本当に医療費削減に効果があるのか・・・

科学的な証明は、薬剤師の重要な仕事



今 薬剤師が早急に証明しなければ
いけない「仮説」は

薬剤師業務が確実に医療や福祉に

有効で

医療費の適切な削減など社会に

継続的に貢献していること！



薬局と薬学部の新しい連携

薬系大学

＜教育・研究＞

教員
教材
施設
研究者

薬局

＜医療提供施設＞

臨床
教育

研究

薬剤師生涯研鑽の提供

臨床研究の指導・共同臨床研究

実務実習



平成２３年度
文部科学省

「専門的看護師・薬剤師等
医療人材養成事業」

チーム医療に貢献する

薬局薬剤師の養成
＜名古屋市立大学＞



名古屋市立大学による薬局実務実習指導薬剤師
研修プログラム

医療系学部・附属病院連携による

チーム医療に貢献する薬局薬剤師養成事業

１．研修機会の少ない薬局薬剤師のための医療人養成研修

２．薬学部・医学部・看護学部・附属病院が連携して実施する
本格的年間研修

３．新しい社会のニーズに対応する薬局薬剤師業務への寄与

薬局薬剤師（特に実務実習指導薬剤師）に特化した研修を
地域薬剤師会等と連携して企画・実施。

本学の恵まれた学部環境から、医師・看護師・病院スタッフ教育
を活用した本格的医療人研修を1年間のコースとして実施。

6年制薬学部と相まって高まる薬剤師への医療貢献に
対応する新しい薬局薬剤師業務を研修を通して開発・実行。

＜取組概要＞

名古屋市立大学

 

情報交換 

研修支援 

コース認定 
研修受講 

活動報告 

協力 

薬   局 愛
知
県
薬
剤
師
会 

病
院
実
習
施
設 

病
院
薬
剤
師
会 

見学 

実務実習指導薬剤師 

 
 

 

名古屋市立大学 

支援 支援 

看護学部 
名古屋市立大学病院 
臨床シミュレーションセンター 

 研修施設 
医学部 

名古屋市立大学 

東海薬剤師生涯学習センター 
薬剤師臨床研修委員会 

運営・カリキュラム小委員会 

広報小委員会  

学内・学外評価委員 

 

 

≪薬学部≫ 



平成24年度 研修内容



チーム医療に貢献する薬局薬剤師の養成GP

＜領域 １＞

医療技術や試技の修得
主に医学部・附属病院の教員が担当

＜領域 ２＞
臨床心理や介護・看護技術の修得

主に看護学部の教員が担当

＜領域 ３＞
薬物療法の最新知識や技術

臨床研究能力の修得
主に薬学部の教員が担当



臨床研究ワークショップ

臨床研究とは
学術発表や論文の基礎
具体的な臨床研究のテーマ探し
＜チューター 薬学部教員＞

薬局での臨床研究の実施

学術発表会での発表

受講生から薬学部教員への相談
教員から受講生へのアドバイス



「チーム医療に貢献する薬局薬剤師の養成」研修

平成24年度 愛知県薬剤師会学術発表会 発表テーマ

◎ 低血糖食品及び通常の食品を摂取した際の血糖低下の

比較検討

◎ 中学校での薬物乱用防止講演の薬剤師への依頼が

減った要因分析

◎ ワルファリン服用患者のビタミンＫ含有食品に対する

クイズ形式の認知度調査

◎ 継続勉強の有無から見える登録販売者の背景分析

◎ 薬剤師支援による糖尿病患者のアドヒアランス向上の

検証

◎ 薬局店頭での自己採血による血液測定会実施による

健康相談の効果



Global Journal of Health Science  (2014)  Masayuki Yokoi, Takao Tashiro

Influence of the Separation of Prescription and Dispensation of 
Medicine on its Cost in Japanese Prefectures



Pharmacology & Pharmacy（2016)Hiroshi Okada, Mitsuko Onda et al.

Effects of Lifestyle Intervention Performed by 
Community Pharmacists on Glycemic Control in 
Patients with Type 2 Diabetes: The Community 
Pharmacists Assist (Compass) Project, 
a Pragmatic Cluster Randomized Trial



ＨｂＡ１ｃ店頭測定結果

5.6%未満

5.6～6.0％

6.1％～6.5％

6.6％以上

名古屋市立大学
臨床薬学教育研究センター 集計

平成２４年 ８０名の薬局店頭測定結果

４％

25％
62％

９％

ＮＧＳＰ値で表示
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Case 3

薬局における継続的なヘモグロビンA1c 測定
と簡易な生活習慣チェックが
生活習慣の改善に有効であった3 症例

Fujita,et al. YAKUGAKU ZASSHI 2016



２０１５年～２０１７年度

愛知県薬剤師会 健康情報拠点推進事業
①「薬局での生活習慣の振り返りが健康に関わる測定
値に及ぼす影響の検討」
･･･検査機器を用いた健康サポート事業 (16薬局)

②「地域住民に対する薬局健康情報拠点事業の評価」
･･･健康相談事業 (50薬局)

名古屋市立大学

薬学部薬学科

鈴木理珠

地域薬剤師会で、薬局・薬剤師の健康相談の
効果を検証する試み。＜ランダム化比較試験＞

29



【目的】：薬局において来局者へ生活習慣の聞き取りを行う
ことが健康増進に効果があるかを検証

【方法】
研究対象者の選択基準:以下4つの条件を全て満たす者
➢薬局にて体重、血糖値、HbA1c、血圧の測定をした者
➢研究への参加に同意した者
➢年齢が満20歳以上、75歳未満の者
➢下記の条件のうち、いずれか一つ以上を満たす者

Body mass index（BMI）≧25 kg/m2、
収縮期血圧≧130mmHg、拡張期血圧≧85mmHg、
空腹時血糖値≧100mg/dL、随時血糖値≧140mg/dL、
HbA1c値≧5.6％、
HDLコレステロール＜40mg/dL、中性脂肪≧150mg/dL 、
non-HDLコレステロール≧150mg/dL

30

①「薬局での生活習慣の振り返りが健康に関わる測
定値に及ぼす影響の検討」
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生活習慣振り返りシートを用いて、生活
習慣の聞き取りと交絡因子を調査
→努力目標を立ててもらい、シートの該
当欄に記入する。
※努力目標は生活習慣の聞き取りの内容を振り返っ
て、生活習慣に関して改善するべきこと(血糖管理や

血圧管理、体重管理など、対象者自身の生活状況を
確認しながら8,9割達成できそうな目標)を被験者自ら
が考え設定

チェックシートを用い、交
絡因子を調査

3カ月後、6カ月後に同様に検査と聞き取りを行う。(計3回)
介入群の被験者は努力目標の達成度を100点満点で評価

【方法】
薬局にて体重、血圧、血糖値、HbA1c、コレステロール等の測定

→選択基準の該当者に研究の説明と同意を得る
→抽選を行い、測定と生活習慣の聞き取りを行う介入群、測定のみ
のコントロール群との2群に振り分け(ランダム化)

介入群 コントロール群



薬局店頭での継続的な活習慣振り返り
による生活習慣改善効果

Suzuki,et al. ＹＡＫＵＧＡＫＵ ＺＡＳＳＨＩ 139（2019）

Category of goal Lifestyle
1st time 3rd time

n n

Diet 

n = 58

Not having breakfast everyday 4 4

Snacking every day 19 11

Drinking alcohol

n = 7
Drinking alcohol every day 7 4

Smoking

n = 3
Smoking every day 3 3

Exercise

n = 55
Not exercising 17 7

Sleeping

n = 4

Getting adequate rest by not 

sleeping enough every day
4

Increase 3
unchanged  1

Stress

n = 6
Feeling stress 3 3



薬局で行う継続的な
ロコモ予防活動の実践検証

¹山口京子 ²鈴木匡 ³小嶋雅代 ⁴浅井治行 ⁵大竹芳房

⁶中尾理香 ⁷永田隼也 ⁸堀場亜佐子 ⁹松波晋平 ²菊池千草

1 名古屋市立大学 薬学部 臨床薬学教育研究センター
2 名古屋市立大学大学院 薬学研究科 臨床薬学分野
3 名古屋市立大学大学院 医学研究科 医学・医療教育学分野
4 浅井薬局 5 やまざき薬局 6 はるか薬局 7 キョーワ薬局 8 オリーブ薬局 9 松栄堂薬局



自宅でロコトレ

被験者は
記録表に記録

各ロコトレ点検時に、
薬剤師は記録表を確認

対象者の条件を満たす者を登録

観察期間（28日）

測定 ＋ ロコトレ指導

1ヵ月

測定 ＋ ロコトレ点検

1ヵ月

1ヵ月

測定 ＋ ロコトレ点検

測定 ＋ ロコトレ点検

研究プロトコール

34

自宅でロコトレ

自宅でロコトレ

ロコトレ

スクワット

片脚立ち

ロコモ度測定

2ステップテスト

下肢筋力測定

ロコトレ記録表



測定項目
①ロコトレ指導の継続可能性に関わる項目

• ロコトレ実施日率
期間中自宅でロコトレを1回でも行った日数の割合

②ロコモ度に関わる項目
• ロコモ度テスト

• 立ち上がりテスト
• 2ステップテスト
• ロコモ25

• 下肢筋力
• 開眼片脚立ち時間

35

ロコモ度１
移動機能低下初期

ロコモ度2
移動機能低下が進行

40㎝から片脚で
起立できない

20㎝から両脚で
起立できない

2ステップ値＜1.3 2ステップ値＜1.1

7～15点 16点以上

参考資料：日本整形外科学会
https://www.joa.or.jp/public/locomo/locomo_pamphlet_2015.pdf

自宅での
ロコトレ実施日率

＝
ロコトレ実施日数

初回ロコトレ指導翌日からの研究期間日数



生活習慣病患者を対象とした
服薬アドヒアランスに関する生活因子の影響

• 高血圧 脂質異常症 糖尿病の薬物療法を受けている患者
• ２種類以上の薬が処方されている患者
• 薬局での服薬指導時に 就寝時間の規則性、同居人の有無
睡眠薬の使用などについて問診

• 各患者の１年間のMPR（Medication Possession Ratio）値
【服薬日数に対する処方率（％）】

を薬歴から算出

どの生活因子が服薬アドヒアランスに影響しているか解析する
名古屋市立大学 薬学部薬学科

三好 真琴



ドラッグストアのID-POSデータを
地域医療に活用する？！

○ ＯＴＣだけでなく健康食品や衛生用品、美容、雑貨、
ペット用品、食品などＤｇＳで販売している物の
購買記録が購買日時とともに膨大に記録されている。

○ ポイントカードの情報とリンクすれば、個人の購買行動
が検索できる。

○ 多くのDgSは調剤も行なっている。
○ 店舗を指定すれば限定地域のデータが収集可能。
○ 地域、日時、季節、性別、年齢などカテゴリー別に

分析するのはアイデア次第。
○ 薬局や医療の業務だけでなく、生活や社会的な動きを
分析するデータとしても活用可能。



International Journal of Biometeorology(2014)
Kayoko Ozeki,Tatsuya Noda,Mieko Nakamura,Toshiyuki Ojima

Weather and headache onsets:
a large-scale study of headache medicine purchases



これからの薬剤師
Pharmacist-Scientistに求められるもの

調剤が正確にできること・・・

医薬品や医療の知識が豊富なこと・・・

科学者としての分析能力を持っていること・・・

●課題そのものを発見し、それを分析・解決する力
●新しい問題を「チーム」の一員となって解決する力
●持っている知識や技能を確実に活かすための

高いコミュニケーション能力
●医療人として働くことのプライドと責任感
●地域そして社会の中で貢献することを目指す高い意識

＋自らの業務の有効性や安全性を客観的に証明する科学力

実践的な臨床対応能力



薬局と薬学部の新しい連携

薬系大学

＜教育・研究＞

教員
教材
施設

研究者

薬局

＜医療提供施設＞

臨床

教育

研究

実務実習

医療社会資源の有効利用
将来の地域医療を支える人材を育成するための

地域医療施設の資源有効利用



社会のニーズの応える
新しい時代の薬剤師養成を目指して・・・

薬剤師業務は、社会のニーズに呼応して

大きく変化してきています。

今後の薬剤師業務の進歩を想定した

地域医療に真に貢献する薬剤師の重要性は

新しい時代を支える薬剤師となる学生には

必ず理解して欲しい目標であると考えています。
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地域医療を学ぶなら地域で！

地域で直接学ぶことの重要性と効果

○ 資料で見たものはすぐに忘れるが

実際に体験したことは深い理解につながる！

○ 医療人のコミュニケーション能力は、

全く知らない人達との意志疎通が重要。

○ 自分で見たものを自分なりに理解し、

課題を発見し、薬剤師という資格の

重要性や意義を肌で感じること！



名古屋市立大学の新しい教育
医療系学部連携チームによる地域参加型学習



医・薬・看護学部混成の小グループによる
地域ニーズを調査し解決する学習 （地域参加型学習）

協力・関連施設 数

地域商店街 ２

自治体施設 ９

社会福祉団体 ２

介護・福祉施設 ３

地域病院 １１



ＡＩ時代に必要な薬剤師
＝ 課題解決能力の高い薬剤師

これからの薬剤師が身に付けるべき能力は
【コミュニケーション力】 【研究力】 【持続力】
【チームの中で働く力】 【医療人としての覚悟】 ・・

持っている知識や能力を最大限に活用して
未知の課題を、未知の場所でも解決できる

「人間関係形成能力」（平田オリザ）
薬剤師⇔患者 来局者 医療・介護スタッフ

地域住民 行政・・・



厚労省HPより

大学の授業で「地域包括ケアシステム」に
本当に必要なものや課題を教えられるのか・・・

「自助」「互助」「共助」「公助」・・・
それらを推進するために必要なことは

本物の地域生活の中でしか教えられない！



是非 沖縄でアドバンスト実習を!

薬学実務実習を終えた薬学生に

沖縄でアドバンスト実習を行う意義

１） 観光地でない沖縄の社会や医療の実際を見て、

自分自身で具体的な日本の将来を考える。

２） 医療人として「地域医療」に貢献することの重要性と

やりがいを感じる。

３） 沖縄の方達と薬学生の交流を深めてお互いに元気になる！



地域に入って感じる！
地域の方と学ぶ！

地域の方から教わる！
地域のことは地域から学ぶ。
医療人教育を地域で進める。

一人の薬学実習生が 沖縄で５０人の人に
「どんなお薬を飲んでいますか」
「自分のお薬を覚えていますか」

「毎日 お薬をきちんと飲んでいますか」
と聞き取りを行うだけで

多くの体験ができ、学習になるはず！



薬局・病院と薬学部の新しい連携

薬系大学

＜教育＞
教員
施設

コンテンツ

＜研究＞
研究者
機器・施設

薬局 ＜医療提供施設＞

臨床
教育
研究

病院
＜医療提供施設＞

臨床
教育
研究

（教育）実務実習
薬剤師研修

（研究）臨床研究
社会人大学院生



教育資源の新しい有効活用を目指す！

薬系大学

＜教育＞
教員
薬学生

カリキュラム

＜研究＞
研究者
機器・施設

薬局 地域住民
患者
相談者

病院
入院患者
通院患者
健康診断

地域医療・介護
地域包括ケア

地域医療人材養成
地域医療に貢献する
薬剤師の創出


